
　横手市にある株式会社デジタル・ウント・メ

ア（社長・岩根えり子氏）は、アプリケーション

の開発・販売、ネットワーク・サーバーの構築・

運用・保守などを手掛けている。

●インターネット黎明期に起業
　社長の岩根氏は、インターネット黎明期であ

る1999年、横手市にＩＴ関連企業が少ないこと

に着目し、代表取締役会長の戸田和彦氏ととも

に同社を立ち上げた。起業時には、県のベン

チャービジネススタートアップ支援事業を利用し

ている。2000年に有限会社、2003年に株式会社

となり、2017年に岩根氏が社長に就任した。ま

た、2015年には、アジアへの事業展開に向け、

インドネシアに関連会社を設立した。

　従業員は、10代から50代で、男性が６割、

女性が４割となっている。横手市をはじめとし

た県南地区の出身者が多く、県外への進学や就

職後に帰郷したケースが大半である。中学時代

にインターンシップを経験して以来、就職を志

していた従業員もいる。

●インターネット関連事業
　主な事業内容はネットワークとサーバーの設

計・構築・保守、アプリケーションの受託開発、

アプリケーションの自社開発・販売の３つで、

売上高の３分の２は県外の取引先が占める。

　ネットワークとサーバー関連では、本県を含

む東北の民間企業や自治体との取引が中心で、

実績が評判を呼び新しい仕事に繋がっている。

システムの受託開発では、施設の予約、建物の

診断、介護の記録など、多様な分野を手掛けて

いる。最大の強みはアプリケーションの自社開

発で、企画・設計から販売までをワンストップ

で行うため市場ニーズに迅速に対応できる。商
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品は、スケジュール自動表示、証明書類撮影伝

送など幅広い業界が利用できるシリーズや、産

廃・金属リサイクル業界など特定の業界に向け

たシリーズがある。現在は、ペーパーレス会議

のアプリケーション「ＭＰ：ｅＭｅｅｔｉｎｇ」

の人気が高い。コストの削減、ＣＯ２排出量の

削減に繋がるほか、英語、中国語、インドネシ

ア語に対応しているため、人材の国際化が進む

国内大手企業からも受注がある。

●台湾との交流を通じた誘客活動
　同社は、2015年に台湾にある大同大学、横

手市と「国際的産学官連携協定」を結び、観

光、物産、教育文化の振興に取り組んでいる。

毎年、大学生が市内に１か月間滞在し、各事業

所での就労体験に加え、イベントの手伝い、地

元高校生との文化交流などを行う。帰国後に家

族や友人らと再訪するケースがみられ、誘客に

繋がっている。また、市の観光情報を中国語で

発信しているほか、2019年４月には秋田公立

美術大学、国際教養大学の学生を交え、海外へ

の情報発信を目的に市のＰＲグッズを企画・提

案するワークショップを開催した。

　このような様々な取組みが評価され、同社

は2016年に経済産業省中小企業庁「はばたく

中小企業・小規模事業者300社」、2017年には

同省「地域未来牽引企業」に選定された。

●「みちびき」の実証実験に採択
　同社は、民間企業６社、秋田横連携ＩｏＴ推

進ラボ協議会、横手市が結成する「雪国よこて

排雪作業軽減対策コンソーシアム」の代表を務

め、ＩＴ技術を活用し、除排雪にともなう課題

の解決事業に取り組んでいる。本事業は、

2018年、準天頂衛星システム「みちびき」を利用

した実証実験の公募事業の一つに採択された。

2019年１月から３か月間にわたり実験を実施

し、市中心部の住宅地を対象に、作業中の除雪

車の位置とオペレーターの操作内容、除雪後の

道路状況などのデータを取得することができ

た。実験結果を踏まえ、今後「みちびき」の更

なる充実が進むと、除排雪ルートの最適化に加

え、徘徊老人の捜索、不法投棄の発見・防止な

ど、市民生活の向上に繋がる様々な事業にも発

展する可能性が開けた。岩根社長は、「地方にい

ながらでも県外、国外、宇宙と繋がる仕事がで

きると、地域の若い人たちに示したい」と語る。

●今後の目標
　まずは、アプリケーションの自社開発商品の

拡充を進める計画である。他には、従業員が安

心感を持って働くことができるよう、また、高

齢化が進む本県のモデルケースになれるよう、

従業員が75歳まで働くことのできる企業を目

指すこととしている。

 （相沢　陽子）

岩根社長からのひと言

　お客様の信頼にお応えし不便をかけること

がないよう、安定した経営を維持することを最

優先に考えています。
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